
｢わかる｣ という言葉の語源は､ ｢分

ける｣ ことです｡

｢わかる｣ ことが ｢分ける｣ ことな

ら､ ｢わからない｣ 状態とは､ 分けら

れていない､ 混沌とした状態と言えま

す｡ こうした ｢分け｣ の ｢わからない｣

状態に置かれると､ 私たちは不安にな

りがちです｡

私たちは､ ｢きっとこれはこうなる

んだろう｣ とあらかじめ予想できる物

事については､ 特に不安を感じること

はありません｡ ところが､ 予想できな

い物事については､ ｢これからどうな

るんだろう｣ といった不安を感じます｡

私たちにとって､ この先どうなるか予

想がつかない状況というのはとても不

安なのです｡

こうした状況に対応するために､ 私

たちは､ それぞれの人生の中で得た知

識やさまざまな経験をもとに､ とらえ

方の枠組みをつくり上げてきました｡

わからない事象と出くわしたときには､

自分のもっている知識や経験の枠組み

と照らし合わせて､ その枠組みの中に

分類していくことで､ ある程度予測が

つく状態にして安心しようとするので

す｡ そして､ 私たちは目の前の事象を

自分の経験の枠組みの中に分類するこ

とができたときに ｢わかった｣ と感じ

て､ 納得したり安心したりします｡ つ

まり､ ｢わかる｣ ために､ 私たちは

｢分け｣ の ｢わからない｣ 状態を ｢分

ける｣ ことから始めているのです｡

たとえば､ 私たちは､ 目の前の子ど

もを ｢分ける｣ ときに､ ｢いい子｣ か

｢悪い子｣ かという基準で見ることが

あります｡ ところが､ すべての子ども

を ｢いい子｣ か ｢悪い子｣ かのどちら

かに分けることは難しいものです｡ そ

こで､ ｢いい子｣ にも ｢悪い子｣ にも

分けられない子どもに対して考え出さ

れた分類が ｢普通の子｣ であると思う

のです｡ だから､ もともと ｢普通の子｣

とは ｢わからない (分けられない) 子｣

と言えるのではないでしょうか｡

このようにして､ 私たちはさまざま

なものを分けていきます｡ 分けること

で自分を取り巻く世界に秩序を与え､

安心を得ます｡ しかし､ これまでの自

分の知識や経験の枠組みでは対応でき

ない事象に出くわすことがあります｡

たとえば､ ｢いい子｣ と思っていた子
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どもが大きな問題を起こしたとき､ 私

たちは混乱し､ 不安になります｡ この

ように､ 今までの自分の経験や知識と

照らし合わせても､ 相手の言動の意味

や心の動きがわからない場合は､ 自分

の経験の枠組みではない､ 新たな枠組

みを求めるようになります｡ 心理学の

理論や技法は､ そうした新たな枠組み

の１つだと言えます｡

心理学は､ わかりにくい心の世界を

扱う学問です｡ わかりにくいものをわ

かりやすくするために､ その働きや状

態によって混沌とした心の世界をいく

つかの部分に ｢分けて｣ 理解しようと

します｡

たとえば､ 交流分析では､ 心の働き

をＣＰ・ＮＰ・Ａ・ＦＣ・ＡＣという

５つの部分に ｢分けて｣ 説明しようと

します｡ このように ｢分ける｣ ことに

よって､ わかりにくい心の状態や働き

について､ わかりやすく説明すること

ができるようになるのです｡

ただ､ わかりやすければそれでいい

のかというと､ それはまた疑問です｡

心の世界はすっきり分けられること

ばかりではありません｡ むしろ分けら

れないことのほうが多い世界です｡ た

とえば､ 心には５つの部分があると言っ

ても､ これらの間で明確な線引きがで

きるわけではありません｡ しかし､ 明

確な線引きにばかりこだわっていると､

いつまでも分けることができません｡

そこで､ 分けにくい部分よりは分け

やすい部分に焦点を当てて､ 物事を整

理します｡ つまり､ ｢わかりやすさ｣

とは､ わかりにくい部分 (どちらにも

分けにくい部分) を捨てることによっ

て生まれてくるものだと思うのです｡

わかりやすさは､ わかりにくい部分を

捨てれば捨てるほど増していくわけで

す｡ しかしその一方で､ わかりやすく

なればなるほど物事の一部分しかとら

えることができなくなっていくという

ジレンマがあるのです｡

このように考えていくと､ 人が人を

わかるためには､ 安易にわかろうとせ

ず､ ｢わからなさを抱える力｣ が必要

になってくると思えてきます｡ ただ､

まったくわからない状態に私たちは耐

えられませんから､ ｢わからなさを抱

える力｣ のためには､ ｢ある程度わか

る力｣ が必要になります｡ そのために､

交流分析をはじめとする心理学の理論

が用いられるのです｡

交流分析の理論はわかりやすく､ 人

を理解する上で有効な視点を提供して

くれます｡ しかし､ それを絶対視して､

人を理論に無理やり押し込めるような

理解は避けたいものです｡ 自己理解・

他者理解や関係性の理解等を含めて､

人を理解していくという視点を心がけ

たいものです｡
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